
 

 

 

 

 

 

 

新年度を迎えて 
校長 脇本 麻友美  

 例年よりも早い雪解けと暖かな日差しに春の訪れを感じる季節となりました。６日の入学式に新１年生３０名を

迎え、全校児童２０１名で令和８年度がスタートしました。望洋台小学校の保護者の皆様、お子様のご入学・ご進

級、誠におめでとうございます。 

入学式の翌日から一週間程度、６年生はグループに分かれ、朝や休み時間に１年生のお世話をしていました。朝

当番の日は少し早めに登校し、玄関で１年生を迎え一緒に靴箱の位置を確認しながら靴の正しい入れ方を教えたり、

教室では教科書や筆入れを机の中にしまうのを手伝ったり等、登校後にしなければならないことを、やってあげる

のではなく１年生が自分で出来るようになるためのサポートをしていました。先週からは、朝活動の時間や休み時

間に１年生の教室へ行き、１年生が楽しめるように工夫して、クイズや読み聞かせ等を行っています。一生懸命に

それぞれの役割に取り組む姿は大変素晴らしく、最高学年としての頼もしさを感じます。６年生は「学校の顔」と

も言われています。これから一年間、様々な場面で下級生の良きお手本として、そして「学校の顔」として活躍す

ることを期待しています。 

さて、先日の入学式の中で、子ども達に大切にしてもらいたい「３つの『あ』」についてお話ししました。 

（大切にしてほしいことは変わらないため、毎年同じような内容になっています。） 

 

 

 

 

 

 

 

「あいさつ・ありがとう・あんぜん」の中でも、やはり何よりも大切なことは「あんぜん」です。大切な子ども

達が悲しい事故や事件に巻き込まれることのないよう、学校でも細心の注意をはらい教育活動を進めて参りますの

で、保護者の皆様のご理解とご協力をよろしくお願い致します。 

さて、今年度は重点目標を「想像力を働かせ、自ら考え行動する子どもの育成」と致しました。子ども達が生き

ていくこれからの時代は、技術力の進化や社会の変化、価値観の多様化など、数年前には考えもしなかった出来事

が世界のどこかで起きていくような、予測困難な時代とも言われています。このような時代を生きる子ども達にと

って大切な事の一つは、「自ら考え、選択し、行動する力」＝「主体性」です。与えられたことだけに取り組むの

では無く、自分の考えを持ち、周りの人達とかかわりながら、その時々でよりよい考えを導きだし、それを行動に

移す力が求められています。 

日々の教育活動を通し、子ども達が「自分には価値がある」「自分は大切にされている」と感じ、周りの様々な

人との交流を通し切磋琢磨しながらお互いの「よさ」を認め合う中で、発達段階に応じた「主体性」と「これをし

たら、どうなるだろう？」「これを言ったら、相手はどう思うだろう？」など、相手の気持ちや次に起こるであろ

うことを考え行動できる「想像力」を育んで参りたいと考えます。 

今年度も、人と人とのふれ合いを大切に明るい挨拶や温かな言葉が「キャッチボール」のように飛び交う、笑顔

にあふれた「温かな学校」を目指したいと思います。 

 全教職員が一丸となり、子ども達一人一人を大切にした教育活動に取り組んでまいります。保護者の皆様、地域 

の皆様の変わらぬご支援とご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。 
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＜学校の教育目標＞ 
○自ら考え 工夫する子  ○思いやりのある 優しい子 
○進んで行動し やりぬく子 ○明るく 健康な子 ○協力し 働く子 

望洋台小だより 
学校 HP 

１つ目の『あ』は「挨拶の『あ』」です。「おはようございます」や「さようなら」など、相手の顔を見て

元気に挨拶をすると、相手も自分も明るい気持ちになり、自然と笑顔になります。自分から元気に挨拶をし

て、学校を笑顔でいっぱいにしましょう。 

２つ目の『あ』は「ありがとうの『あ』」です。お友だちや周りの人から優しく、親切にしてもらった

ら、笑顔で「ありがとう」と感謝の気持ちを伝え、みんな仲良く過ごしましょう。 

３つ目の『あ』は、とっても大切な『あ』です。それは、望洋台小学校の皆さんの命を守る「安全の

『あ』」です。特に、学校に来る時や帰る時は、車に十分気をつけて下さいね。学校の中でも、みなさんの

安全を守るための約束があります。約束をしっかりと守り、車にも十分気をつけて安全に過ごしましょう。 



 
転入教職員の挨拶 今年度、新たに迎えた教職員を紹介します。 

  

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和８年度職員一覧 

職名 担任等 氏  名 職名    担任等 氏  名 

校長  脇 本 麻友美 教諭 特支フリー 兼 田 直 樹 

教頭  川 越 博 之 教諭 特支フリー 田 中 陽 子 

教諭 教務主任 太 田   淳 教諭 体育専科 伊 藤 優 駿 

教諭 １年１組 藤 村 布見子 教諭 
外国語専科 

（桜小学校教諭） 
牧   恭 子 

教諭 ２年１組 河 田 義 郎 教諭 理科専科講師 大 村 香 織 

教諭 ３年１組 大 西 唯 斗 教諭 学力向上講師 本 間 裕 子 

教諭 ４年１組 髙 木 理 絵 養護教諭 上 田 眞由美 

教諭 ５年１組 岡 﨑 知 見 事務職員 佐 藤 康 太 

教諭 ６年１組 相 澤 菜穂子 事務職員 鈴 木 弥 生 

教諭 ６年２組 戸 内 彩 乃 用 務 員 納 田 幸 暉 

教諭 あおぞら 早 川 靖 子 特別支援教育支援員 池 田 佳代子 

教諭 ひまわり 柳 瀬 直 美 
マネジメント支援員 

（朝里小学校職員） 
笹 谷 純 代 

教諭 たいよう 佐 藤 千賀子 給食配膳員 添 川 弘 子 

 

 

 

 

 

 

 川 越 博 之 教頭 
この度、教頭として着任いたしました、川越博之と

申します。子どもたちの今日の笑顔が、明日への力と
なるよう、学校の真ん中で人と人をつなぎ、安心と信
頼に満ちた学びの場を皆様と共に築いてまいります。
よろしくお願いいたします。 

 伊 藤 優 駿 教諭（体育専科） 
この度、古平小学校から赴任しました。主に体育を

担当します。体を動かす楽しさや仲間と協力する大切
さを、授業を通して伝えていきたいと思います。子ど
もたちが元気にのびのびと成長できるように努めて参
りますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

田 中 陽 子 教諭（特別支援フリー） 
特別支援学級のフリーとして、お世話になっており

ます、田中陽子です。以前もこの望洋台小学校に勤務
しておりました。これも何かの縁かなと感じておりま
す。どうぞよろしくお願いいたします。 

第４３回 入学式がありました 
４月６日（月）、望洋台小学校第４３回入学式を挙行いたしました。 
当日は、３０名の新１年生が少し緊張した面持ちながらも、明るく元気に 

式に参加しました。 
小樽市総合博物館副主幹の佐藤 卓司様をはじめ、多くの来賓の皆様にご 

臨席いただき、子どもたちの新たな門出を温かく見守っていただきました。 
新１年生は、式の間しっかりと話を聞き、立派な態度で臨むことができまし 
た。その姿を在校生が優しい眼差しで見守り、会場全体が温かな雰囲気に 
包まれた、心に残る入学式となりました。 

交通安全用品の寄贈について 
新１年生に以下のものが交通安全用品の寄贈及び配布されま

した。ご紹介いたします。ありがとうございました。 

〇 防犯ブザー（小樽市教育委員会） 

〇 ナップランドカバー（コープさっぽろより） 

〇 黄色いワッペン 

（損害保険ジャパン 

他３社より） 

大 村 香 織 教諭（理科専科講師） 
 この度、５・６年生の理科専科としてお世話にな
ることになりました大村香織です。「理科の学習っ
て、おもしろいな。もっと知りたいな。」と思っても
らえるような授業を目指して頑張ります。どうぞ、よ
ろしくお願いします。 

子どもたちの安全・安心のために 
小樽市では、「小樽市不登校対応マニュアル」を作成

しております。本校においても、お子様の欠席が連続
する場合には、本人と直接会わせていただく必要があ
りますので、「児童本人と直接会えずに、登校日で連続
欠席が連続３０日に達した日には、学校から小樽市こ
ども家庭センターとスクールソーシャルワーカーに相
談する」等、マニュアルに基づき、適切に対応してま
いりますので、ご家庭のご理解・ご協力をよろしくお
願いいたします。尚、マニュアルは小樽市のホームペ
ージに掲載しております。 

佐 藤 康 太 事務職員 
稚内市立稚内港小学校からまいりました、佐藤康

太です。小樽市には何度か観光で来たことはありま
すが、勤務は初めてです。分からないことも多々あ
るかと思いますが、新しい環境を楽しみたいと思い
ます！どうぞよろしくお願いいたします。 


